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企画の趣旨1

ネオファームとは・・・

これまでの農業や農地の概念ではない、新しい考え方の農業や農地、そのための技術やビジネスモデル、活動体を称
して「ネオファーム」と言います。生産から流通、食卓から口にはいるまでの農と食の縦割り業界、業務に横串をさす
活動から見た「ネオファーム」は農のイノベーションになります。これまでの土地利用上の農地だけでの生産や特定ル
ルートの流通にこだわらないもので、例えば都市型農業の特殊農地としてビルの屋上や屋内、公開空地や公園、都市の
緑地などの人工地盤での生産、宅地などのベランダや庭での生産、農地以外での植物工場やプラントなどの都市部の農
地以外の農地を都市特殊農地、市民が耕作し楽しむための市民農園など様々な可能性があります。
特に都市部のヒートアイランド現象防止やＣＯ２削減、都市環境の整備などで活用される屋上緑化や校庭緑化などの

新たな振興策として緑地スペースでの農作物生産とその活用モデルが都市部の緑化と食の様々な問題解決、新たなコ
ミュニティの育成や教育、都市と農村の交流の場、レジャーや趣味の場としても期待されています。
また、屋上緑化など都市緑化と生産緑地化などとの連動で不動産の価値の向上や維持管理費の軽減、市民交流などに

よる集客やプロモーションのほか、テナント対策やＣＳＲなどにも結びつけることができます。
農用地想定としてはオフィスや商業用の不動産や工場などの屋上や緑地スペース、学校などの屋上や校庭、教育施設

内、園芸療法やリハビリテーションを兼ねた病院の屋上や緑地スペースなどとその活用プログラムとの連動が求められ
ています。農家にとっても新たなビジネスフィールドの場として進出することも可能であり、収益構造やその価値の創
造が可能となります。

はじめに

食は、我々が生きていく上で不可欠な要因であるとともに、我々の生活を豊かにする文化的および経済的視点からも
重要な位置を占めることになっています。食の学問や技術､産業は､人類の命と健康を守るという役割を担う戦略産業で
あるだけでなく、食と農で110兆円、就業人口1300万人、更に関連分野を含むと食を担う産業の市場規模は大きなも
のがあります。
この我々にとって重要な食が、現在、多方面にわたり大きな課題を抱えています。国際的対応を迫られる食糧問題、

環境問題、エネルギー問題と国内自給率など、食の安全安心対応への期待とその科学的根拠や課題解決策の必要性、食
の生活スタイルの変化や食に関連する制度や施策の改革、食育等の国民普及プランの必要性など多岐にわたります。
そうした食に関る課題解決を都市問題、環境問題、コミュニティ育成、IT化などのシーズとの連動、ソリューション

との連動を持つことにより、更なるイノベーションを生み出す原動力としてプロトタイプの事業を創造する試みを始め
ました。それが新たな農地の農業技術の創造です。屋上緑化と菜園、新照明技術による植物プラントや屋内菜園、IT技
術や空間知能化によるデジタルファーム、学校教育ファームと食育プログラム、家庭菜園コミュニティの形成など異分
野の科学や技術、ビジネスのコラボレーションによる「ネオ・ファーム」構想です。
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企画の趣旨2

「やっちゃ場」とは・・・

「やっちゃ場」の「やっちゃ」とは競(せ)りのかけ声で、東京では青物（青果）
市場のことを言います。
東京では秋葉原駅前にこのやっちゃ場、つまり神田青果市場がありましたが、

現在は太田市場に移転しました。やっち場の後は、再開発により、クロスフィー
ルド、ＵＤＸという近代的なビルとなっています。現代のやっちゃ場は様々な分
野が交流（クロス）先端的な知（ナレッジ）が集積することによるイノベーショ
ンが生れる新たな名所となりました。
この場所で新たな知によりうまれる農業と都市のコラボレーションを象徴する

屋上や屋内など人工地盤での生産緑地、市民農園農などでの農業生産物をテーマ
とした現代のやっちゃ場を再現します。
生産者と流通、消費者の交流の場であり、屋上などの特殊緑化や自然エネルギー、
バイオテクノロジー、ＩＴ技術や新たなビジネスモデルなど現代の都市型特殊農
業の英知の交流の機会でもあります。

新たな「やっちゃ場」では・・・

都市の特殊農地等の技術向上や普及啓発、また屋上菜園や家庭菜園、市民農園
などで生産された農作物や加工品の販売市場、交換市場としての直売諸機能を
我々は新たな「やっちゃ場」として復活させます。
家庭でもベランダ菜園などが普及し、生活者が生産したものを広く地域の交流

などを目的として流通の機会を作ることが求められています。従来のフリーマー
ケット同様、市民意識がリサイクルや触れ合いを目的としたマーケットが形成さ
れたように、都市部で趣味や環境緑化目的、安全安心や食料自給率向上、食育や
フードマイレージ、クラインガルテンなどをコンセプトとした農作物生産の新た
なマーケット創造を行うことを新やっちゃ場の目的とします。
学校教育などにおいても校庭や屋上で子供たちが生産したものを販売まで子供

たちの手で携わることによりその生産物の価値を理解することができるようにな
ります。こうした活動の場と機会を全国に拡大していくことを行ってまいります。

都市特殊農地等

建築技術、バイオ、
ＩＴ、エネルギー他

都市部市場

生産者

集荷販売
市場

新たな農業
技術・設備

種・肥料、耕作機器

消費者

不動産
所有者

流通小売

地産地消

新やっちゃ場
（直売所機能含む）

生産者 市民活動（食育・地域
コミュニティ）として
生産～販売～消費まで
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「神田やっちゃ場まつり」とは・・・

都市の特殊農地や市民農園、家庭菜園での生産物やその加工品などの直売所、または販売代行の機能と様々な情報交
換、人的交流、同一の趣味や環境や食に関してのこだわりのある方々のコミュニティ形成などを目的とした収穫祭にな
ります。各地域の四季おりおりの生産物の収穫時期に合わせて開催をいたします。
農作物の流通以外には関連技術や製品、サービスの紹介や展示即売（種苗や土地、農耕機具、屋上緑化設備や機器、

自然エネルギー設備やＩＴなどの管理設備）、技術などのセミナーやワークショップのほか、品評会、コンテスト、生
産物を使った料理教室やレストラン、都市の特殊農地としての不動産情報と生産者とのマッチング、生産者と料理人
（フードサービス産業）などとのマッチングなど幅広い活動を含みます。教育機関などでの生産物のコンテストや子供
たちによる販売実演は食育の新しいプログラムとして期待されます。
また、食と健康などの観点より、ドクターズキッチンセミナーや教室、キャラクター弁当の料理教室など様々な演出

や生産物の価値向上企画を計画します。第一回開催を10月31日（土）とし、そのキックオフの
ための第0回イベントを下記の通り開催いたします。
参加は個人でも市民団体やNPO、企業なども可能とします。学校菜園の単位での学校別出店、

CSRで屋上緑化や市民開放しているビルなどでは、ビル名や会社名別の出店での地域やビル名、
会社名の生産地表示(トレーサビリティ)による収穫物の提供などを行ってもらいます。
こうした活動を通じて都市の緑化と生産緑地化による活動の輪を広げていきます。

企画の概要

プログラム（予定）

《プログラム1》展示・販売
生産物・加工物展示販売、関連商品展示販売、情報コーナー（農地情報、生育情報、製品情報他）、相談コーナー

《プログラム2》レストラン
収穫レストラン(地産地消、出店野菜のお料理、自家菜園レストラン競演、等)

《プログラム3》ワークショップ
ワークショップ、セミナー（家庭菜園教室、料理教室、加工教室、農業教室、食育、環境教室、キャラ弁当教室、他）

《プログラム4》交流会・懇親会
交流会・懇親会、その他
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プログラム概要

《プログラム1》展示・販売
市民農園、屋上・ベランダ菜園、家庭菜園による収穫農作物直売所(フリーマーケット)と
子供たちによる学校教育菜園の収穫物等の販売体験(就労体験)
市民農園や家庭菜園の直売所企画となります。家庭で環境対策や趣味などでの菜園、企業の屋上などでの菜園、植物工場な
どの生産物の流通や、品評、情報交換の機会として企画しました。神田やっちゃ場まつりでは、農作物のアウトレット、野
菜のフリーマーケットとして市民のコミュニティ・イベントとして行います。展示販売物は、農作物、花き、加工食品など
と菜園に必要な肥料、農機具などの展示や体験、販売など約30の企業や団体、学校が参加します。子供たちには学校など
で収穫した農作物の販売体験を通じて就労経験の学習をしてもらいます。菜園実施中の活動団体や不動産、利用可能菜園の
情報コーナーも設置します。

《プログラム2》レストラン
収穫レスレトラン
収穫レストランとして東京都で採れた農産物の地産地消のお料理、やっちゃ場に出店している現物野菜のお料理を食べるこ
とのできるレストランや屋上などの自家菜園や専用菜園を持つ都内等のレストランの出張競演等を企画します。家庭菜園な
どで採れたお野菜を持参いただくとプロの料理人が、ミニ料理教室付きで皆さんのお野菜をすばらしいお料理にして召上
がっていただける企画も致します。当日はお野菜を中心とした健康メニュー、及びドクターズキッチンメニューをご提供し
ます。

《プログラム3》ワークショップ
各種ワークショップとしてのネオファーム・オープンカレッジ
神田やっちゃ場まつりでは、「農業」「食」「環境」「都市景観」「緑化」「ライフスタイル」「健康」などの観点からベ
ランダ菜園や屋上菜園、市民農園などを考え、そのための各種ワークショップを開催します。各テーマの先端的な活動や技
術を持つ講師陣による市民講座的な「オープン・ワークショップ」や子供たちを対象とした「ジュニア・ワークショップ」、
こうした技術研究や事業化を考える職業、企業向けの「プロフェショナル・ワークショップ」と異業種による取組とビジネ
スや産業創造を考える「イノベーション・ワークショップ」などをネオファームオープンカレッジとして開催いたします。

《プログラム4》交流会・懇親会 （やっちゃＢａｒ）
交流会と懇親会
活動する個人や団体の方々の交流や勉強会を目的とした交流会を開催します。ミニ・セミナーをお食事やお飲み物を飲みな
がら開催する「やっちゃＢａｒ」として楽しいサロン時間を過ごしていただきます。
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来場者像 : 農業や菜園等生産に関心のある方、一般消費者、ＢｔｏＢ関係者、関連企業等

来場者数 :  1,500名

入 場 料 :     無 料

出展者数 : 60店 （個人・学校・団体・公的機関・企業）

出 店 料 :     有 料

出店説明会 :    平成21年9月●●日(土) UDX4階 UDXマルチスペース

第1回 神田「やっちゃ場まつり」実施概要（予定）

第1回 神田「やっちゃ場まつり」実施概要（予定）

タイトル : 第1回 神田やっちゃ場まつり

場 所 : 秋葉原クロスフィールド・ＵＤＸビル4階 （先端ナレッジフィールド・UDXマルチスペース《東京フードシアター5＋1》）
1階UDXアキバ広場、2階アキバスクエア、2階アキバスクエア前デッキ、アキバイチ、その他
（JR線 秋葉原駅電気街口徒歩30秒 日比谷線秋葉原駅 地下鉄銀座線「末広町」駅より徒歩３分 ）
〒101-0021 東京都千代田区外神田4-14-1 TEL：03-5297-8300, FAX：03-5297-8203

日 時 : 平成21年10月31日（土）11時～17時 （収穫レストラン 11時～20時)18時より「やっちゃＢａｒ」

主 催 : 神田やっちゃ場まつり実行委員会 （委員会構成団体）、ＮＰＯ法人大江戸野菜研究会、他

共 催 : UDXオープンカレッジ事務局

協 力 : NTT都市開発株式会社 /鹿島建設株式会社 /ダイビル株式会社 /株式会社クロスフィールドマネジメント
/ＮＰＯ法人秋葉原観光推進協会/

後 援 : 東京都/千代田区/農林水産省/国土交通省/経済産業省/文部科学省/環境省/内閣府/ （予定）

協 賛 : （出店企業・広告掲載等) 食品メーカー /電力・ガス会社/不動産会社/建設会社/設備会社/

事 務 局 : ＮＰＯ法人大江戸野菜研究会 、株式会社新産業文化創出研究所、
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第１回 神田やっちゃ場まつりプログラム・出店内容イメージ（予定）

《プログラム1》展示・販売
◆スケジュール ①搬入・施工準備 8時～11時 ②開催時間 11時～17時 ③撤去・搬出 17時～18時30分
◆展示出店内容 ①屋上菜園紹介 ②市民農園紹介 ③菜園・園芸関連用品 ④工事施工関係紹介
(ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ) ⑤行政等支援紹介 ⑦生産物紹介 ⑧菜園付き住宅紹介 ⑨相談コーナー

◆販売出店内容 ①家庭菜園生産物 ②屋上等ビル菜園生産物 ③市民農園生産物 ④その他東京都内生産物
⑤加工食品 ⑥園芸用品・農耕機具 ⑦土、堆肥等 ⑧種苗
⑨作業着、道具 ⑩書籍、ビデオ ⑪その他

◆子供やっちゃ場 ①セリ体験 ②八百屋さん販売体験
◆その他

《プログラム2》レストラン
◆スケジュール ①搬入・施工準備 8時～11時 ②開催時間 11時～20時 ③撤去・搬出 17時～22時30分
◆事業内容 ①持参収穫物の調理代行サービス ②オーガニック収穫レストラン&カフェ ③自家菜園レストラン

《プログラム3》ワークショップ
◆スケジュール 開催時間 11時～17時 教室 2部屋 厨房4ブース 定員 各20～30名
◆ジュニア･ワークショップ ①農業教室 ②家庭菜園教室 ③青果市場教室 ④八百屋教室 ⑤環境農業 ⑤食育
◆オープン･ワークショップ ①家庭菜園教室 ②土の教室 ③屋上菜園入門 ④種と苗 ⑤料理教室 ⑥健康メニュー
◆プロフェショナル･ワークショップ ①ビルの緑化 ②特殊緑化の環境効果 ③屋上菜園事業入門 ④デジタル管理技術
◆イノベーション･ワークショップ ①不動産の付加価値化 ②屋上管理技術 ③スカイファーム ④デザイナー菜園
◆その他 ①デジタルやっちゃ場 ②ネット八百屋
◆企業プレゼンテーション

《プログラム4》交流会・懇親会
◆スケジュール ①交流会 懇親会 18時30分～20時30分
◆参加費 ①交流会 懇親会 4000円 お食事の一部は 収穫レストランを活用

第１回神田「やっちゃ場まつり」プログラム内容（予定）
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第1回 神田やっちゃ場まつり出店、協賛概要

出店概要

【出店(展)者参加方法】

プログラム1
(1).市民生産者出店ブース（市民参加） 展示販売ブース 1区画（900×900mmテーブル） ・・・・ 1,000円

(2).企業生産者・関連商品出店ブース（法人参加） 1区画 （900×900mmテーブル） ・・・・ 10,000円
(販売展示ブース、パネルブース含む)

プログラム2
(1).レストラン参加 (調理有資格者に限る)    5ブース 1厨房区画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30,000円

(2).食材協賛
プログラム3
(1)セミナー、ワークショップ 1枠 (60分) 30名教室 ・・・・・・・・・・・・ 20,000円
（2）プレゼンテーション (主催者枠除く)

プログラム4
(1)交流会・懇親会参加費 （やっちゃＢａｒ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,000円

【来場(展)者参加方法】

●来 場 申込みの必要はありません。当日、どなたでも申込みなしに自由にご参加できます。
●各ワークショップ参加 当日、定員になり次第、締め切ります。事前、参加申込みいただきました方を優先します。

●駐車場 100円/12分 （高さ制限2.4ｍ）最大 3000円/１日

出店申込み締切日 2009年10月27日(火) 出店者説明会 2009年10月7日（水）18時～

協賛、調査、広告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冠協賛(メインスポンサー1社) ・・・・・・・・・・・・・ 100万円
協 賛 (サブスポンサー)      ・・・・・・・・・・・・・ 30万円
協 賛 (一般スポンサー) ・・・・・・・・・・・・・・ 10万円
会場調査業務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 要相談
広告タイアップ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 要相談

今
回
は
全
て
無
料

出
店
数
多
数
の
場
合
は
審
査
に
て
決
定
し
ま
す

。

今
回
は
全
て
無
料

出
店
数
多
数
の
場
合
は
審
査
に
て
決
定
し
ま
す

。

※ご協賛者には会場ブース、PR枠、チラシ等広告物への広告枠・社名表示などを予定しております。(詳細別紙)
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出店説明会 ＆ やっちゃＢａｒ

第一回やっちゃ場まつりの出店説明会を以下のように開催いたします。

出店申込み締切日 2009年10月27日(火)
出店者説明会 2009年10月 7日(水)

プログラム1 18時～19時 第1回やっちゃ場まつり出店説明会
プログラム2   19時～21時 セミナー＆バー、懇親会 「やっちゃＢａｒ」

説明会場 秋葉原ＵＤＸ4階 ＵＤＸマルチスペース「東京フードシアター5＋1」
（やっちゃ場まつり開催会場）

説明会・・・・
出店、その他参加予定（申込）者、出店参加検討者を中心に説明会を実施します。出店状況、広報宣伝状況など
の報告とブース配置などを発表いたします。

セミナー＆バー「やっちゃＢａｒ 」・・・
やっちゃ場のコンセプトであるネオ・ファームに関してのセミナーをお食事、お飲み物を自由に食べながら飲み
ながら行うサロンを「やっちゃＢａｒ 」と名づけました。セミナー中の参加者間の交流、懇親も行う企画と
なっております。

テーマ案 ネオ・ファーム カレッジ(セミナー＆バー)
「農業ブームと都市に於ける市民参加方法（予定）」

講 師 未定
参 加 費 無料 （お食事、お飲物のご注文分のみ有料）

当日、東京フードシアター5＋1で屋上でのお野菜レシピをご用意しています。

※ やっちゃＢａｒ は定期的開催を予定しております。10月31日の18時よりも、交流会、懇親会を兼ねた
やっちゃＢａｒ 開催（開店）を予定しております。
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出店・協賛申込み方法

【お問い合わせ】

新産業文化創出研究所・UDXオープンカレッジ 神田やっちゃ場まつり事務局 担当：温井(ぬくい)
TEL ：03-5297-8200     e-mail  ：info@icic.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.icic.jp/workshop/ 

【出店(展)者 申込み方法】

申込担当者氏名※必須 緊急連絡先TEL ※必須
(参加当日に連絡が付く番号)

E-mail

住 所
※必須

〒 TEL - -

FAX - -

当日参加
人数※

フリガナ

氏名

出店参加
内容(数)※

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑNo. □1販売(   ) コマ □1展示( )コマ □2(     )ブース □3( )枠 □4懇親会
《□にﾚ で ( )に数を記載してください・複数選択可》

出展者名※ 個人企業団体名 業種または活動内容 ※

□自宅
□会社

会社名／
団体名 ※

所属／
部署 ※

役職

出品展示内容
販売品目(量)※

出展者ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

搬入時間
設営時間

AM  時 入
時間

フリガナ

携帯電話等

出店団体代表者氏名

FAX: 03-5297-8203 e-mail : info@icic.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.icic.jp/workshop/ 
〒101-0021 東京都千代田区外神田4-14-1 新産業文化創出研究所内 神田やっちゃ場まつり実行委員会

※e-mail でお申込の際は、下記の申込内容を全てご記入の上、実行委員会事務局まで送信、または郵送してください。

2009年8月8日分
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プログラム1 販売・展示出店者要綱

◆搬入・設営・撤去・搬出について

搬入設営時間 平成21年10月31日 午前8時～
(一般入場は、午前11時ですので、できるだけそれまでの搬入と設営準備の終了をお願いします。)

撤去・搬出時間 平成21年10月31日 午後17時～21時まで

搬入搬出路 大型展示物は専用の大型カーリフト（エレベーター）(2ｔ 程度まで可能)が1階・は移入口より、地下駐車場よりは
搬入リフト（エレベーター）がございます。使用の場合は事前申請が必要ですので事務局までお申込みください。

◆駐車場利用について

搬入搬出時の利用以外の、車両の駐車等は有料となっております。詳細は⇒ http://www.pmo.co.jp/pnavi/akihabara-udx/

◆出店ブースについて

スペース 1区画 （900×900mmテーブル・または類似スペース）
出品物、展示物により 必要 区画数をお知らせください。
特殊形状もお申込できます。
事務局でご用意できるもの ⇒
・テーブル 900×900mm （天板色・茶） 高さ720mm
・椅子（袖なし）
・パネル用 パーテーション(H1800×W900)
・電源 100V   及び 200V

メイン厨房

フロント厨房 4ブース

セミナー
エリア1

セミナー
エリア2

受付

出展エリア

大型搬入
エレベーター

出入口

出入口

900×900mm

会場図面
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プログラム2 レストラン出店者要綱

メイン厨房

フロント厨房 4ブース

セミナー
エリア1

セミナー
エリア2

受付

出展エリア

大型搬入
エレベーター

出入口

出入口

会場図面

カフェ
バー

◆搬入・設営・撤去・搬出について

搬入設営時間 平成21年10月31日 午前8時～ 随時 可能
(大規模な設営装飾の場合、一般入場の
午前11時までに終了させてください。)

撤去・搬出時間 随時可能

搬入搬出路 プログラム1と同様

◆駐車場利用について

プログラム1と同様

◆出店厨房について

出店厨房は オープンキッチン 4ブース
カフェバーコーナー 1ブース

仕込・洗浄は、メインキッチンを活用いただけます。

全厨房ともオール電化使用となって
おります。スチコン・IH・冷蔵庫等
フルスペックご用意できます。

食器、調理器具・鍋釜等のご活用
は事務局までお連絡お願いいたし
ます。

二重床（Ｃ工事）

65
0

メンテスペース

FL +2 00

16
0

55
80

35 00

30
°
 

11 58 47 77

FL 0

36 00 36 00
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00
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11 00 11 00
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30
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00

F L+ 15 0

SL +2 50
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50

50

50

50

50

50

50

50

50

AP

C
Ｎ

C AMOUT CAM CAM OUT

CAM

フジマック
ニチワ電機マルゼン

タニコー

厨房部拡大
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プログラム3 セミナー・ワークショップ・プレゼンテーション枠 利用者要綱

メイン厨房

フロント厨房 4ブース

セミナー
エリアA

セミナー
エリアB

受付

出展エリア

大型搬入
エレベーター

出入口

出入口

会場図面
◆セミナー・ワークショップ、プレゼンテーション会場

UDXマルチスペースの2ヶ所に会場を設けました。

●セミナーエリアA・・・子供対象としたワークショップ会場

定員 各20名～30名程度 (客席は机付きのスクール形式と

椅子のみのシアター形式の選択ができます。)
講師 前方部に講演台、マイク、スピカー、ホワイトボード、

PC、プロジェクター等をご用意します。

●セミナーエリアB・・・一般、または特定業界対象のセミナー
ワークショップ、プレゼンテーションエリア

定員 各30名程度 (客席はシアター形式で椅子のみ)
講師 前方部に講演台、マイク、スピカー、ホワイトボード、

PC、プロジェクター等をご用意します。
出展ゾーンとは壁により区分されています。

◆時間割
ワークショップの初回受付は10時30分から実施します。その後、各回とも毎時00分に開始し、毎時50分終了となります。
参加者は事前申込みを致しますが、定員に満たない場合は、当日参加も受け付けます。
下記のご希望時間の枠をお申込みください。

B-6B-5B-4B-3B-2B-1B.一般業界対象

A-6A-5A-4A-3A-2A-1A.子供対象

16:10～
17:00

15:10～
16:00

14:10～
15:00

13:10～
14:00

12:10～
13:00

11:10～
12:00
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プログラム4 交流会 懇親会 参加者要綱

◆交流会・懇親会 やっちゃＢａｒ

来場者、参加者、出店者の交流を促進するための簡単なお食事・お飲み物をご用意して談笑の場を設けます。
家庭菜園や市民農園の課題の話題の交換、ビジネスマッチングの場としてご活用ください。

メイン厨房

フロント厨房 4ブース

セミナー
エリアA

セミナー
エリアB

受付

出展エリア

大型搬入
エレベーター

出入口

出入口

懇親会会場図面

参加費 4000円
時 間 平成21年10月31日 18時30分～20時30分
申込み 人数把握のために 事前のお申込をお願いいたします。

(当日の参加も受付いたします。)

お申込は お名前、所属、連絡先、参加人数を事務局までお連絡ください。

提供飲食物などのご提供、ご協力などを受け付けております。

C-2C-1B.一般業界対象

A.子供対象

19:50～
20:30

18:40～
19:20

やっちゃＢａｒ

◆時間割
交流会、懇親会「やっちゃＢａｅ」の受付は17時30分から実施します。
やっちゃＢａｒの開店は18時、その後、歓談の後、飲みながらのセミ
ナー、ワークショップを開催いたします。プログラム時間割は以下の
通り。
参加者は事前申込みを致しますが、定員に満たない場合は、当日
参加も受け付けます。
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広報・宣伝・来場促進

関係者間での集客、広報を中心としております。皆様よりの広報協力を是非ともお願いいたします。

◆広報・宣伝・来場促進

・NPO大江戸野菜研究会のホームページ、及び関係者ホームページでの募集
・屋上緑化、家庭菜園振興、市民農園振興、環境活動などの各団体、構成員への案内。
・UDX館内、先端ナレッジフィールド、アキバインフォなどでのポスター掲載、チラシ配布
・UDXビジョン(屋外大型映像装置)でのCM露出 http://www.udx-vision.com/
・UDXビル、秋葉原クロスフィールド UDXオープンカレッジ 各ホームページでのご案内
・千代田区内の小学校等へのチラシ配布と参加依頼
・関連メールマガジンの発行
・マスメディア（新聞雑誌ＴＶなど）とのタイアップ企画を検討中

◆チラシ1(神田やっちゃ場まつり 総合チラシ)

右記のチラシを配布します。データでお渡しいたしますので
広く配布協力お願いいたします。

◆チラシ2(神田やっちゃ場まつり ワークショップ申込みチラシ)

セミナー、ワークショップ内容が詰まり次第、受講申込み用のチラシを配布します。
申込みフォームは次頁の申込みか、専用ホームページからも申込みができます。

◆臨時ワークショップ・教室、セミナー参加申込み

FAX: 03-5297-8203 e-mail : info@icic.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.icic.jp/workshop/ 
〒101-0021 東京都千代田区外神田4-14-1 新産業文化創出研究所内 神田やっちゃ場まつり実行委員会

※e-mail でお申込の際は、下記の申込内容を全てご記入の上、実行委員会事務局まで送信、または郵送してください。

専用WEBができるまでは以下のWEBサイトでご案内、お申込を受付しております。

A4
表

A4
裏

A4
表

A4
裏
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申込者氏名(保護者)※必須 緊急連絡先TEL ※必須
(参加当日に連絡が付く番号)

E-mail

住 所
※必須

〒 TEL - -

FAX - -
今後、同様の催事の案内をさせていただくことについて 《 1.希望する ・ 2.希望しない 》

参加者氏名(フリガナ)
※必須

性別
※必須

学校名 ※必須 学年
※必須

参加プログラム ※必須 (○で囲む・複数選択可)

フリガナ

氏 名

フリガナ

氏名

□ジュニア1講 □ジュニア2講 □ジュニア3講
□ジュニア4講 □ジュニア5講 □ジュニア6講

フリガナ

氏名

□ジュニア1講 □ジュニア2講 □ジュニア3講
□ジュニア4講 □ジュニア5講 □ジュニア6講

【ワークショップ・教室、セミナー参加申込み方法】

FAX: 03-5297-8203 e-mail : info@icic.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.icic.jp/workshop/ 
〒101-0021 東京都千代田区外神田4-14-1 新産業文化創出研究所内 神田やっちゃ場まつり実行委員会

※e-mail でお申込の際は、下記の申込内容を全てご記入の上、実行委員会事務局まで送信、または郵送してください。

ワークショップ参加申込み方法

ジュニア・ワークショップ
(子供)参加申込み

※印は必須項目です。

生年月日(西暦) 年 月 日

生年月日(西暦) 年 月 日

2009年8月8日分

◆子供向けのセミナー、ワークショップの受講者申込み用紙

子供向けのセミナー、ワークショップの受講者に対しての申込み用紙です。広く、参加者募集にご活用ください。

【申込み締め切り日】
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その他ワークショップ
(一般、業界)参加申込み

※印は必須項目です。

ワークショップ参加申込み方法

2009年8月8日分

申込者氏名 ※必須 生年月日(西暦) 性別 E-mail

住所
※

〒 TEL - -

FAX - -

今後、同様の催事の案内をさせていただくことについて 《 1.希望する ・ 2.希望しない 》

フリガナ

氏 名

□自宅
□会社

会社名／
団体名 ※

※

年 月 日
□男性
□女性

所属／
部署 ※

役職

※複数人数でのお申込は、本用紙をコピーしてお使いください。ホームページからもお申込ができます。
※UDXオープンカレッジの会員のお申込を受け付けております。会員登録いただきますと会員専用のセミナー等のご案内もさせていただきます。

参加プログラム
※必須 (○で囲む・複数選択可)

□一般1            □一般2 □一般3
□一般4              □一般5              □一般6

【ワークショップ・教室、セミナー参加申込み方法】

FAX: 03-5297-8203 e-mail : info@icic.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.icic.jp/workshop/ 
〒101-0021 東京都千代田区外神田4-14-1 新産業文化創出研究所内 神田やっちゃ場まつり実行委員会

※e-mail でお申込の際は、下記の申込内容を全てご記入の上、実行委員会事務局まで送信、または郵送してください。

◆一般、特定業界向けのセミナー、ワークショップの受講者申込み用紙

以下は一般、特定業界向けセミナー、ワークショップの受講者に対しての申込み用紙です。広く、参加者募集にご活用ください。

【申込み締め切り日】
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第0回 神田やっちゃ場まつり 報告

第1回神田やっちゃ場まつりのプレイベントとして2009年8月8日（土）に、同一会場で第0回の神田やっちゃ場まつりを
開催いたしました。

ネオファームとは新たな農地、ビルの屋上や屋内、公開空地や公園、ベランダや庭での生産、植物工
場や河川や湖沼上の水質浄化目的農地など。ここではヒートアイランド防止やＣＯ２削減、新たなコ
ミュニティの育成や教育、都市と農村の交流の場として期待されています。（一般、業界対象）

新産業文化創出研究所 所長

廣常啓一

新農地創出(ネオ・ファーム)研
究の可能性と市場性

15時～
16時

8/8 

（土）

都市部の屋上特有の環境を活かした屋上菜園、さらにはベランダ菜園づくりの秘訣をご紹介します。
講師は株式会社ミヨシフロンティア代表取締役 （一般対象）

NPO法人大江戸野菜研究会

技術管理部会長 阿部義通

屋上、ベランダ菜園栽培のコツ14時～

15時

8/8 

（土）

「新しい菜園スタイルのすすめ」マインドスケープが今までデザインしたガーデンやその他、屋上・ベラン
ダで活用できそうな国内外のデザイン性の高いガーデンを紹介します。（一般対象）

株式会社マインドスケープ

代表 柳原博史 他

ランドスケープデザイナーが提案
するガーデンデザイン

13時～

14時

8/8 

（土）

屋上緑化に関る基礎的な知識とその活用法穂を事例を見ながら解りやすく解説します。

（一般、業界対象）

株式会社久保工

環境緑化事業部部長 高汐健司

屋上緑化、屋上菜園概論12時～

13時

8/8 

（土）

巷に溢れている有機を検証し、本当の有機を語る。

（一般対象）

有機認証検査委員 有機栽培

アドバイザー 伊藤 保 氏

おいしい有機野菜11時～
12時

8/8 

（土）

幼児、小学校低学年を対象として、家庭で出る野菜の切れ端などを活用したハンコづくりを

学びます。 （幼児・小学生対象）

日本の農業に一生を賭ける！学生
委員会（SOLA）

野菜を使ったハンコづくり教室11時～

17時

8/8 

（土）

携帯できる小さな農場、これがグリーンカプセルです。自分たちで二十日大根を携帯ストラップとして観
察するマイファームです。 「ダイコン」のすごい威力を学び、グリーンカプセルを作ってみよう。そして植え
替え後についても。（小学生対象）

株式会社マサキ・エンヴィック

代表取締役社長 眞崎理恵先生
世界最小携帯菜園・グリーンカプセ
ルで二十日大根を育てよう

11時～

12時

8/8 

（土）

環境負荷の少ない間伐材のポットに、野菜のタネをまきましょう！成長したものは、夏休みの宿題に
使ったり、もちろん食べたりできます！今、流行りの家庭菜園を手軽に始めてみませんか？

（小学生対象）

株式会社コネクト

都市緑化事業部・ミドリウム

種まき体験

1回10分程度を随時開催
11時～

17時

8/8 

（土）

内 容講 師テ ー マ時 間日 程

《プログラム1》展示・販売 11時～17時
出店者 :日本エコビレッジ推進プロジェクト、朝霞阿部農園、NTT都市開発㈱ NTTファシリティーズ㈱、東京都立園芸高校、NPO法人リコリタ・㈱久保工共同ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ、湘南がんこ・ばたけ、入月、取手市有機野菜栽培グループ、社団法人農文協、竹村電機製作所、㈱ミヨシフロンティア、㈱コネクト、ルーフソイル・コラボ
レーターズ、㈱セロリ、㈱ナショナルマリンフラスチック、NPO日本環境調査会、田舎の学校、ＧＩＧＡ、マテリアル、その他（順不同）

《プログラム2》レストラン 11時～17時
出店者 : 話題の屋上菜園レストラン「「神楽坂アルボール」、雑穀おにぎりの「ｍａｉｍａi」、ドクターズレストランの「東京フードシアター5＋1」、他

《プログラム3》ワークショップ 11時～17時

《プログラム4》交流会、懇親会 18時30分～20時30分
交流会と懇親会
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第0回 神田やっちゃ場まつり 報告
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田植え

イメージ 屋上菜園
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新農地創出研究会 (ネオ・ファーム研究会) の立ち上げ

これまで農地として発想が無かった、また活用されていなかった農地や現農地の新たな活用方法を調査研究し、様々な学
問体系や技術体系を組み合わせ、産官学、また異業種のコラボレーションにより農業のイノベーションを創出します。
現在の農業の概念は、土地利用が農地と規定されている場所のみの考え方となります。また、農業従事者の業務となり、

農地以外の宅地や商業施設、オフィスビルの公開空地や屋上緑化、壁面緑化、室内の緑化や地下のほか、公園や道路など
での農業行為は含まれません。また植物工場などのプラントも同様です。
建築的にも環境的にも屋上緑化などはその技術的振興、普及を促進をしますが農業生産を振興するものでもありません。

しかし、都市の環境対策、食糧自給率向上、フードマイレージ、市民のコミュニティやクラインガルテン、就農体験や研
修、都市と農村とのネットワーク活動、食育などの教育現場、不動産などの価値創造や産業創出のためにも新たな概念と
しての食糧生産方法と都市緑化などを結びつけることが重要となります。

新農地創出研究会(ネオ・ファーム研究会) ・屋上菜園部会(スカイファーム)
・室内菜園部会
・植物工場部会
・市民農園部会
・農地外農業振興部会

屋上やベランダ、室内などの人工地盤、その
他の農地以外用地の他、植物プラント、市民
農園、学校などの教育ファームなどでの農
業(特殊緑化）を振興します。

地域別活動組織

北海道 東北 関東 東海北陸 近畿 中四国 九州沖縄

東京 大阪

幹事
団体例

神田やっちゃ場まつり実行委員会
NPO法人大江戸野菜研究会
NPO法人銀座ミツバチプロジェクト

浪速棚田プロジェクト
伊丹スカイファーム

博多・空の野菜

福岡 長崎

ハウステンボス

今後の活動として




